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Abstract：In this study, it was examined by the SD method the child view transformation of nursing 
students through kindergarten training. The following results were obtained.
1)  Individual child view scores of childcare students were not significantly different before and after 
the kindergarten training.
2)  It was considered a significant difference was not observed in the scores of students in 
kindergarten childcare practice and because it is regarded positively their children to practice 
before already.
3)  It was considered a significant difference was observed in the five items, that it was involved 
with young children directly at the kindergarten practice has been reflected in the questions by 
children view score.
4)  The questions by children view score, tended to score wide spread in both directions of the 
positive-negative, child view is a more specific training through kindergarten.














































































































































































保育学生 5.38±1.49 5.47±1.39 n.s.
体育学生 4.43±1.77
4　表２は保育学生の幼稚園実習前と体育学生に有意差
が認められた項目の一覧である。26項目に有意差が認
められた。
（3）個別子ども観得点のヒストグラム
　図１は，幼稚園実習前・後と体育学生の個別子ども
観得点のヒストグラムである。実習前・後とも，得点
区分5.0～5.5点が最頻値であったが，実習前に比べて
実習後は高得点区分が増える傾向が見られた。つま
り，個別子ども観得点の分布が高値へ移行し，肯定化
にスライドする傾向が認められた。看護学生を対象と
した先行研究（細野，2009）では，小児看護実習前で
は乳幼児に対して否定的イメージであった看護学生
が，実習後に肯定的イメージに変容するという報告も
ある（草間，1997）。本研究結果は，幼稚園実習にて
保育学生の個別子ども観得点が肯定化したことから幼
児との直接的な関わりが肯定的な変容をもたらすこと
が実証的に確認された。
（４）幼稚園実習前・後の質問項目別子ども観得点パ
ターンの変容
　図２に，幼稚園実習前・後での質問項目別子ども観
得点パターン（折れ線グラフ）の変容を示した。幼稚
園実習前と後では同様な子ども観得点パターンを示す
結果となった。つまり，実習前後で特定の形容詞対で
得点差が生じ，特異的な変容をするのではなく全体的
に肯定化する傾向を示した。
　幼稚園実習前後にて，全ての質問項目の総得点平均
値（個別子ども観得点）には統計的有意差が認められ
なかったが，個々の質問項目別で比較したところ５つ
の質問項目別得点に統計的有意差が認められた。「明
るい－暗い」と「やわらかい－かたい」は否定的に変
容し，「強い－弱い」，「ちゃんとした－ちゃんとして
ない」「すぐれている－すぐれていない」では肯定的
に変容した。これらの結果は直接幼児と関わることに
よりそのイメージが変容したと考えられる。つまり，
漠然とした幼児は「明るい」というイメージが直接的
な関わりにより，そうでない時や場合もあることに気
づいたことが得点として反映されたと推察される。
４．まとめと今後の課題
　本研究では，幼稚園実習にて連続的に幼児と関わる
ことで保育学生の子ども観の変容をSD法により検討
表２　 体育学生と幼稚園実習前の保育学生の質問項目
別得点
体育学生
と比べ有
意に肯定
的な項目
明るい−暗い，積極的な−消極的な，活発な−
不活発な，好き−嫌い，親切−不親切，気持ち
良い−気持ち悪い，おしゃべりな−無口な，素
直な−わがままな，外向的な−内向的な，元気
な−疲れた，幸福な−不幸な，楽しい−苦し
い，理性的な−感情的な，意欲的な−無気力
な，かわいらしい−にくたらしい，丸い−四角
い，強気−弱気，すばやい−のろい，豊かな−
貧しい，はっきりした−ぼんやりした，新しい
−古い，まとまった−ばらばらな，あつい−冷
たい，生き生きした−生気のない
体育学生
と比べ有
意に否定
的な項目
陽気−陰気，激しい−穏やかな，思いやりのあ
る−思いやりのない
図１　幼稚園実習前・後の個別子ども観得点ヒストグラム
図２　実習前後の質問項目別子ども観得点平均値パターン
5することを目的とした。その結果，次のことが明らか
となった。
（１）本研究で調査対象となった保育学生の個別子ど
も観得点平均値は幼稚園実習の前後で有意な変
容は認められなかった。
（２）幼稚園実習で個別子ども観得点に有意差が認め
られなかったのは種々の専門教科の学習や保育
実習などにより子どもを肯定的に捉えているた
め，実習前得点が高値であったことが影響して
いると考えられた。
（3）保育学生の質問項目別子ども観得点では５つの
項目に有意差が認められ，幼稚園実習にて直接
幼児と関わったことが反映されたと考えられた。
（４）幼稚園実習を通して質問項目別子ども観得点は，
肯定・否定の双方向に得点幅が広がる傾向を示
し，子ども観がより具体化された。
（５）本研究の調査では個別・質問項目別子ども観得
点の変容に幼稚園実習の何が影響したかは明ら
かにできない。そのため，自由記述などによる
エピソード記述をさせ，得点変容との関連を調
査しなければならない。
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